
18 1st 13
19 2nd 12
12 3rd 13
12 4th 22
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№ Pｌ-in ２P ３P FT PTS Fouls № Pｌ-in ２P ３P FT PTS Fouls

4 CAP × 8 1 9 28 1 4 CAP × 4 1 1 12 3
5 × 1 3 1 12 1 5 × 1 4 14 5
6 × 3 2 12 6 × 3 1 7 5
7 × 1 2 5 7 ／ 1
8 × 2 1 7 8 × 8 16 2
9 9 ／
10 ／ 1 10
11 11
12 12
13 13
14 14
15 15
16 16
17 17 × 4 1 11
18 18

コーチ コーチ

15 7 10 20 6 2
30 21 10 61 8 40 18 2 60 16

2 3 1 61 2 3 1 60
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板垣　　滉大

佐藤　　健人

第４５回東北中学校バスケットボール大会

澤野　卓朗 工藤　央弥

10:20

五十嵐　大地

野尻　　星哉

小川　　有稀

加藤　　　空

佐藤　　綾峰

松本　悠暉

四家　魁人

片寄　颯人

宗形　　翔

小松　大紀

●○

仲里　有人

温海中学校

馬目　祐太

松本　　健

三浦　京也坂田　　遥斗

本間　　颯汰

五十嵐　瑠斗

文責　　【

　※　　×：スターター　／：交代選手　PTS：ﾎﾟｲﾝﾄ　3P：3Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ　2P：2Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ　FT：ﾌﾘｰｽﾛｰ　Fouls：ﾌｧｳﾙ　＊印はエントリー変更

選手氏名選手氏名

第１副審（Umpire１）

青森市立造道中学校

五十嵐　健人

木田　陽大

三浦　拓真

木戸　鼓太郎

伊藤　将樹

工藤　崚真

野崎　元貴

会  場 マエダアリーナ 日 時 平成27年8月10日
チーム　Ｂ

61 60

合計点数

五十嵐　一春
本　　数

試合№ Ａ2

チーム　Ａ

村上　　倖都

千葉　　龍稀

兼子　　和馬

大滝　　陽平

男子準決勝

第２副審（Umpire２）

工藤　彰宏

中央台北中学校

テーブルオフィシャルズ

主審（Referee）

合計点数
本　　数
森田　　淳

  第１ピリオド、お互いハーフマンツーでゲームが始まる。温海は＃４五十嵐の３Ｐ、中央台北は＃４仲里のドライブでのバスカンで幸
先の良い出だしを切る。温海はドライブから外への合わせで３Ｐ、中央台北はインサイド中心でオフェンスを組み立てる。 
 第２ピリオド、中央台北はオフェンスではスクリーンを使い、ディフェンスでは外へプレッシャーをかけリバウンドで流れをつくり、＃８
松本のミドルシュート、＃５三浦の３Ｐで１８－１８同点に追いつく。温海はオフェンスを外からのドライブ中心に切り替え、流れを引き戻
す。温海＃８佐藤の３Ｐ、＃４速攻からのレイアップで得点を重ねるが、中央台北はシュートがリングに嫌われ３７－２５と温海リードで
前半を終わる。 

 第３ピリオド、温海は足がよく動き、ボールに対してチェンジングをしプレッシャーをかける。オフェンスでは＃４のリバウンドシュート、

ハイポストからのドライブと大活躍。温海はリズムよくオフェンスをするのに対し、中央台北はスクリーンをうまく温海に外される。終盤、

中央台北＃８の連続リバウンドシュートで差を広げさせまいと食らいつき、４９－３８温海リードで終える。 

 第４ピリオド、中央台北のディフェンスが素早いカバーリングでプレッシャーをかけ、開始早々＃４のジャンプシュート、＃６木田＃８の
連続得点で４９－４４と差を縮める。対する温海は２分間ノーゴールとなる。そんな中、温海＃４のインサイドでの踏ん張りでオフェンス
のリズムを取り戻し５２－４４とする。中盤、中央台北は温海の速攻やエンドスローインに対してファールをしてしまい、＃５＃６がファー
ルアウトとなる。このチャンスを見逃さず、温海は２－１－２プレスで前からプレッシャーとかけに行くが、中央台北は隙を見て＃４のド
ライブで５８－５２と６点差と詰めたところで、温海はタイムアウト。タイムアウト明け、中央台北は＃４と＃１７四家の速攻、＃４の３Ｐで
残り１分５８－５８と同点に追いつくが、温海＃４が速攻でやり返し６０－５８としたところで、中央台北がタイムアウト。中央台北のス
ローインから再開し、＃８のインサイドプレーで再び同点とするが、温海の素早いスローインからの速攻で、＃４がファールをもらい、フ
リースローを１本沈め再び１点リードとしたところで中央台北が最後のタイムアウト。スローイン後、中央台北のワンプレーだったが、温
海＃４がパスカットし、そのまま６１－６０で温海の勝利。全国大会出場を決めた。 


